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わが国の大学における公衆衛生教育の内容は，主要死

因の変遷とともに変化してきたといえましょう。これか

らの研究においては，健康寿命の延伸や QOL の向上に

関する研究も重要になるといわれていますが，それぞれ

の生活習慣病について，効果的な健康行動を具体的に国

民に示すための研究も必要となってきています。また，

地道な公衆衛生学的調査研究の積み重ねがエビデンスを

生み，予防対策へとつながっていきます。そこで，公衆

衛生教育においては，社会の期待にこたえられるよう

に，公衆衛生の基本的知識は十分にもつようにしなが

ら，新しいエビデンスを示すことも必要であるといえま

しょう。本号には，保健師の大学教育と卒後教育の話題

を取り扱った公衆衛生看護のあり方に関する検討委員会

活動報告が掲載されていますので，是非読んでいただき

たいと思います。 （青木伸雄）

次号予告（第巻・第号）

原 著

特別養護老人ホームにおける身体拘束と施設特性

の関連についての分析……………岸田研作，他

新築・改築小学校における室内空気汚染と児童の

健康影響実態調査…………………由良晶子，他

抗癌剤取扱い看護師の職業性曝露に関する認識と

安全行動……………………………石井範子，他

公衆衛生活動報告

結核対策における地域ベースの結核菌 RFLP 解

析の意義……………………………大畠律子，他

資 料

看護系大学，短大専攻科，専修学校別の保健師養

成について―教員と学生の保健師活動の認識等

の実態調査を基にして―………平野かよ子，他


